
最

高

裁

規

則

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

﹇
一
〜
十
二

略
﹈

﹇
一
〜
十
二

同
上
﹈

十
三

算
定
告
示
別
表
の
19
の
注
の
こ
ど
も
家
庭
庁

長
官
が
定
め
る
基
準

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ

と
。

イ

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る

こ
と
。当

該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
の
職

員
の
賃
金（
退
職
手
当
を
除
く
。）の
改
善（
以

下
「
賃
金
改
善
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
賃

福
祉
・
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
の
算

定
額
に
相
当
す
る
賃
金
改
善
を
実
施
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
経
営
の
悪
化
等
に
よ
り
事
業

の
継
続
が
困
難
な
場
合
、
当
該
事
業
の
継
続

を
図
る
た
め
に
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援

事
業
所
の
職
員
の
賃
金
水
準
（
本
加
算
に
よ

る
賃
金
改
善
分
を
除
く
。）を
見
直
す
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
市

町
村
長
に
届
け
出
る
こ
と
。

当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
に
お

い
て
、
事
業
年
度
ご
と
に
当
該
指
定
障
害
児

相
談
支
援
事
業
所
の
職
員
の
処
遇
改
善
に
関

す
る
実
績
を
市
町
村
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

算
定
日
が
属
す
る
月
の
前
十
二
月
間
に
お

い
て
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
四
十
九
号
）、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）、
最
低

賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七

号
）、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年

法
律
第
五
十
七
号
）、
雇
用
保
険
法
（
昭
和

四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
そ
の
他
の
労

働
に
関
す
る
法
令
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
に
お

い
て
、

の
賃
金
改
善
に
関
す
る
計
画
、
当

該
計
画
に
係
る
実
施
期
間
及
び
実
施
方
法
そ

の
他
の
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所

の
職
員
の
処
遇
改
善
の
計
画
等
を
記
載
し
た

福
祉
・
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
計
画
書
を
作

成
し
、
全
て
の
職
員
に
周
知
し
、
市
町
村
長

に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
（
賃
金
改

善
に
伴
う
法
定
福
利
費
等
の
事
業
主
負
担
の

増
加
分
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
同

じ
。）が
、
福
祉
・
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加

算
の
算
定
見
込
額
以
上
と
な
る
賃
金
改
善
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
当
該
計
画
に
基
づ

き
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
こ
ど
も
家
庭
庁
告
示
第
十
号

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
相
談
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
相
談
支
援
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

渡
辺
由
美
子

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
八
号

民
事
執
行
規
則
及
び
民
事
保
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

最
高
裁
判
所

民
事
執
行
規
則
及
び
民
事
保
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
民
事
執
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

民
事
執
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
附
則
第
九
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条

民
事
執
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
、「
第
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第

二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
民
事
保
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

民
事
保
全
規
則
（
平
成
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
、「
第
一
条
の
二
第
三
項
」を「
第

二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
七
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
同
法
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

今
崎

幸
彦


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